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盤灘斃轍器のくずを荏難遼爆
舗装材にリサイクル

関
東
道
路

（武
藤
正
浩
代

表
締
役
社
長
）
は
１
日
、
笠

間
市
の
笠
間
工
芸
の
丘
内
に

あ
る
遊
歩
道
３７
ｍ
で
、
国
内

初
と
な
る
笠
間
陶
磁
器
の
く

ず
老
利
用
し
た

「透
水
性
笠

間
陶
磁
器
樹
脂
舗
装
工
事
」

を
行
っ
た
。
こ
れ
ま
で
陶
磁

器
の
く
ず
は
、
市
内
の
最
終

処
分
場
に
持
ち
込
ん
で
処
理

し
て
い
た
が
、
同
市
の
環
境

都
市

（ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
の
一
環
で
、

陶
磁
器
の
く
ず
の
１
０
０
％

リ
サ
イ
ク
ル
が
可
能
と
な
っ

た
。同

社
は
、
家
庭
か
ら
出
る

一
般
可
燃
性
ゴ
ミ
を
焼
却
、

溶
融
、
ス
ラ
グ
化
し
て
砂
の

替
わ
り
に
使
用
す
る
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
合
材

「
エ
コ
フ
ァ
ル

ト
」
生
産
の
技
術
を
有
し
て

い
る
。
笠
間
焼
協
同
組
合
な

ど
か
ら
出
る
陶
磁
器
の
く
ず

は
年
間
４
～
５
ｔ
に
な
り
、

武
藤
社
長
は
舗
装
の
骨
材
と

し
て
の
利
用
方
法
を
同
市
に

提
案
し
て
い
た
。

製
法
と
し
て
は
、
同
社
の

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン
ト
で
陶

磁
器
の
く
ず
を

一
次
破
砕

し
、
粒
度
セ
調
整
。
現
場
で

陶
磁
器
粒
と
猿
投
砂
利
を
混

ぜ
、
結
合
剤
の
バ
イ
ン
ダ

ー
、
珪
砂
を
投
入
し
、
下
地

の
透
水
性
プ
ス
コ
ン
５
側
の

上
に
陶
磁
器
樹
脂
混
合
物
２

血
を
敷
き
均
す
。
硬
化
養
生

に
は
２４
～
４８
時
間
要
す
る
と

い
う
。

完
成
し
た
施
工
面
は
、
カ

ラ
フ
ル
な
陶
磁
器
粒
が
モ
ザ

イ
ク
の
よ
う
に
仕
上
が
る
。

同
市
環
境
政
策
課
の
大
内
光

広
課
長
は
い
「景
観
的
に
も

地
域
性
が
出
て
、
ピ
ー
プ
ー

ル
効
果
が
あ
り
、
陶
磁
器
の

処
分
量
が
減
る
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。
市
内
の
公
園
な
ど
に

も
広
げ
て
い
け
れ
ば
」
と
期

待
す
る
。
こ
の
遊
歩
道
に

は
、
笠
間
陶
磁
器
之
利
用
し

て
い
る
こ
と
を
示
す
パ
ネ
ル

を
設
置
し
、
観
光
客
な
ど
に

周
知
す
る
考
え
。

丁寧に陶磁器粒を敷き均す

モザイク模様の施正面


